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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第２四半期
累計期間

会計期間
自 2020年10月１日
至 2021年３月31日

営業収益 (千円) 2,733,117

経常利益 (千円) 338,722

四半期純利益 (千円) 222,784

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) －

資本金 (千円) 50,000

発行済株式総数 (株) 430,000

純資産額 (千円) △335,251

総資産額 (千円) 4,547,806

１株当たり四半期純利益 (円) 51.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

自己資本比率 (％) △7.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 518,416

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △166,549

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △217,685

現金及び現金同等物の四半期末残高 (千円) 1,091,520

　

回次
第52期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2021年１月１日
至 2020年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 29.37

(注) １．当社は、連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社株式は非上場で

あり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

５．2021年８月13日開催の取締役会の決議により、2021年９月９日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行

いました。当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定してお

ります。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、新規上場申請のための

有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクに重要な変動はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１）財政状態及び経営成績

①経営成績

当第２四半期累計期間（2020年10月1日～2021年３月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウィルスの再流

行が止まらず、外食産業・観光産業といった外出を伴う産業を中心に打撃を受け、一方で、いわゆる「巣ごもり

消費」の増加により、内食・中食商品を販売する食品小売業の需要が伸びるといった現象が続いておりました。

このような環境のもと、当社は「地域を結ぶ直売広場」をコンセプトに、店舗近隣の生産者、特に今回のコロ

ナ禍により打撃を受けた地元レストラン・居酒屋といった生産者の開拓を進め、弁当・惣菜といった中食商品の

強化と売場の拡大を推進し、「巣ごもり消費」の取り込みを進めるとともに、出品生産者のためのプラットフォ

ーマーとしての役割を高めるために、買取仕入方式から消化仕入方式への取引形態の転換を進めました。さらに

積極的な新規出店を続け、当第２四半期累計期間に７店舗の出店と２店舗の閉鎖を行いました。

これらの取組みにより、当社の重要な経営指標である流通総額（店舗におけるレジ通過額のほか、値札シール

の販売代金や不動産賃貸収入等を含む総額の全体売上高）は9,323,805千円、累計登録生産者件数は22,020件、店

舗数は116店舗となりました。

以上の結果、営業収益（流通総額から生産者へ支払う仕入代金を控除した純額）は2,733,117千円、営業利益は

357,321千円、経常利益は338,722千円、四半期純利益は222,784千円となりました。

なお、当社事業は単一のセグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

②財政状況

ａ．総資産

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比べ252,628千円増加し、4,547,806千円となり

ました。これは主に、売上高の増加に伴い現金及び預金が134,181千円、売掛金が161,019千円増加したこと等

によるものです。

ｂ．負債総額

当第２四半期会計期間末における負債総額は、前事業年度末と比べ28,385千円増加し、4,883,058千円となり

ました。これは主に、売上高の増加に伴い買掛金が172,541千円増加した一方で、長期借入金が121,568千円減

少したこと等によるものです。

ｃ．純資産

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比べ224,243千円増加し、△335,251千円となり

ました。これは四半期純利益が222,784千円となったこと等によるものです。

（２） キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前事業年度末より134,181千

円増加し、1,091,520千円となりました。各キャッシュフローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における営業活動により、資金は518,416千円増加いたしました。これは主に、税引前四

半期純利益326,481千円を計上したこと、仕入債務の増加171,182千円があった一方、売上債権の増加161,019千円

があったこと等によるものです。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における投資活動により、資金は166,549千円減少いたしました。これは主に、有形固定

資産の取得による支出が77,142千円あったこと、無形固定資産の取得による支出が61,480千円あったこと等によ

るものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における財務活動により、資金は217,685千円減少いたしました。これは、長期借入金の

返済による支出が133,136千円あったこと、リース債務返済による支出が53,750千円あったことによるものです。

（３）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第２四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客

観的な指標等について、重要な変更はありません。

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変更はありませ

ん。

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

（６）従業員数

当第２四半期累計期間において、従業員数について著しい増減はありません。

（７）主要な設備

新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第２四半期累計期間において著しい変動はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　



― 5 ―

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000

計 1,000,000

（注）2021年８月13日開催の取締役会決議により、2021年９月９日付けで株式分割に伴う定款変更が行われ、発行可

能株式総数は9,000,000株増加し、10,000,000株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月19日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 430,000 4,300,000 非上場 単元株式数は100株であります。

計 430,000 4,300,000 ― ―

(注) １.2021年８月13日開催の取締役会決議により、2021年９月９日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行い

ました。これにより発行済株式総数は3,870,000株増加し、4,300,000株となっております。

２.2021年８月30日開催の臨時株主総会において、2021年９月９日付で１単元を100株とする単元株制度を採用し

ております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年３月31日 － 430,000
－

50,000 － －

(注) 2021年８月13日開催の取締役会の決議により、2021年９月９日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行っ

ております。これにより発行済株式総数は3,870,000株増加し、4,300,000株となっております。

(5) 【大株主の状況】

2021年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社スプリング
千葉県千葉市美浜区中瀬1丁目3番地
幕張テクノガーデンB棟14階

267,300 62.16

髙品 政明 千葉県千葉市美浜区 52,800 12.28

髙品 謙一 千葉県千葉市美浜区 21,200 4.93

髙品 佳代 千葉県千葉市美浜区 15,200 3.53

株式会社千葉銀行 千葉県千葉市中央区千葉港1-2 11,000 2.56

剱持 健 千葉県千葉市美浜区 7,800 1.81

大森 広美 千葉県野田市 6,000 1.40

曽根田 博 千葉県松戸市 6,000 1.40

澤幡 良和 千葉県市原市 6,000 1.40

佐藤 美智子 埼玉県川越市 5,000 1.16

株式会社千葉興業銀行 千葉県千葉市美浜区幸町2-1-2 5,000 1.16

計 ― 403,300 93.79
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

―
430,000 430,000

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 430,000 ― ―

総株主の議決権 ― 430,000 ―

（注）１.2021年８月13日開催の取締役会の決議により、2021年９月９日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行

っております。これにより発行済株式総数は3,870,000株増加し、4,300,000株となっております。

２.当社は８月30日開催の臨時株主総会の決議により、2021年９月９日付で１単元を100株とする単元株制度を

採用しております。

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【役員の状況】

前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第２四半期会計期間（2021年１月１日から2021年３月31日まで）及び第２四半期累計期間

（2020年10月１日から2021年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、PwC京都監査法人による四半期レビュー

を受けております。

３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,091,520

売掛金 860,584

　 商品 41,381

　 貯蔵品 8,937

その他 67,657

流動資産合計 2,070,081

固定資産

　 有形固定資産

　 建物（純額） 818,429

　 土地 491,574

　 その他（純額） 269,003

有形固定資産合計 1,579,008

　 無形固定資産 93,338

投資その他の資産 ※ 805,378

固定資産合計 2,477,725

資産合計 4,547,806
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(単位：千円)

当第２半期会計期間
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,291,120

短期借入金 850,000

１年内返済予定の長期借入金 243,136

未払法人税等 6,600

賞与引当金 42,328

その他 383,049

流動負債合計 2,816,234

固定負債

長期借入金 1,523,728

　 資産除去債務 223,314

その他 319,781

固定負債合計 2,066,824

負債合計 4,883,058

純資産の部

株主資本

資本金 50,000

　 利益剰余金 △387,821

株主資本合計 △337,821

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,569

評価・換算差額等合計 2,569

純資産合計 △335,251

負債純資産合計 4,547,806
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
（自 2020年10月１日
　至 2021年３月31日）

　営業収益 2,733,117

売上高 2,617,637

　売上原価 266,724

売上総利益 2,350,912

　営業収入

　 不動産賃貸収入 115,480

　 営業収入合計 115,480

　営業総利益 2,466,393

販売費及び一般管理費 ※ 2,109,071

営業利益 357,321

営業外収益

　 受取利息及び配当金 142

　 受取手数料 780

　 雑収入 6,845

営業外収益合計 7,768

営業外費用

支払利息 23,400

その他 2,967

営業外費用合計 26,368

経常利益 338,722

　特別利益

　 資産除去債務戻入益 6,746

特別利益合計 6,746

　特別損失

固定資産除却損 13,807

店舗閉鎖損失 5,180

特別損失合計 18,987

税引前四半期純利益 326,481

法人税、住民税及び事業税 6,600

法人税等調整額 97,097

法人税等合計 103,697

四半期純利益 222,784
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）
当第２四半期累計期間
（自 2020年10月１日

至 2021年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 326,481

減価償却費 120,490

　資産除去債務戻入益 △6,746

　賞与引当金の増減額（△は減少） 2,328

　受取利息及び受取配当金 △142

　支払利息 23,400

　固定資産除却損 13,807

　売上債権の増減額（△は増加） △161,019

　棚卸資産の増減額（△は増加） 6,427

　仕入債務の増減額（△は減少） 171,182

　未払金の増減額（△は減少） 12,342

　未払消費税等の増減額（△は減少） 41,681

　その他 4,675

小計 554,909

　利息及び配当金の受取額 142

利息の支払額 △23,338

法人税等の支払額 △13,297

営業活動によるキャッシュ・フロー 518,416

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △77,142

　無形固定資産の取得による支出 △61,480

　敷金及び保証金の差入による支出 △23,880

　敷金及び保証金の回収による収入 15,366

　資産除去債務の履行による支出 △6,970

　その他 △12,443

投資活動によるキャッシュ・フロー △166,549

財務活動によるキャッシュ・フロー

　長期借入れによる収入 11,568

長期借入金の返済による支出 △133,136

　リース債務の返済による支出 △53,750

　設備関係割賦債務の返済による支出 △42,367

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,685

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 134,181

現金及び現金同等物の期首残高 957,339

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,091,520
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【注記事項】

(追加情報)

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の影響に関す

る会計上の見積りについて）に記載した、新型コロナウィルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮

定について重要な変更はありません。

(四半期貸借対照表関係)

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

当第２四半期会計期間
(2021年３月31日)

投資その他の資産 13,542千円

(四半期損益計算書関係)

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年３月31日)

給料及び手当 914,529 千円

地代家賃 540,815 〃

賞与引当金繰入額 42,328 〃

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

当第２四半期累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年３月31日)

現金及び預金 1,091,520千円

現金及び現金同等物 1,091,520千円

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 当社の事業セグメントは、シェアショップ事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、

　 セグメント情報の記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり四半期純利益 51円81銭

(算定上の基礎)

四半期純利益(千円) 222,784

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 222,784
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普通株式の期中平均株式数(株) 4,300,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度末から重要な
変動があったものの概要

－

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社

株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２.当社は、2021年９月９日付けで普通株式１株につき普通株式10株の割合で株式分割を行っております。当事

業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。
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(重要な後発事象)

１ 株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更

当社は、2021年８月13日開催の取締役会決議に基づき、2021年９月９日付をもって株式分割を行ってお

ります。また、上記株式分割に伴い、定款の一部を変更し単元株制度を採用しております。

　 （１）株式分割、単元株制度の採用の目的

当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを目的として株式分割を実施するとともに、１単元を

100株とする単元株制度を採用いたしました。

　 （２）株式分割の概要

（a）分割方法

2021年９月８日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を、普通株式１株につき10株の

割合をもって分割しております。

（b）分割により増加する株式数

　 株式分割前の発行済株式総数 430,000株

　 今回の分割により増加する株式数 3,870,000株

　 株式分割後の発行済株式総数 4,300,000株

　 株式分割後の発行可能株式総数 10,000,000株

（c）株式分割の効力発生日

2021年９月９日

（d）1株当たり情報に及ぼす影響

「１株当たり情報」は、当該株式分割が当事業年度の期首に行われたと仮定して算出しており、これに

よる影響については、当該箇所に反映されております。

　 （３）単元株制度の採用

単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。

２ 以前の親会社であった株式会社イアケス（2018年12月に破産。以下「同社」という。）への貸付金の貸倒に係る

受取補償金の受領

当社は、2021年８月に、当社代表取締役社長の髙品政明より、受取補償金として210,160千円を受領し、これ

を特別利益として計上しました。

これは、2018年９月期に貸倒損失として処理した同社への金銭の貸付に関連し、当社代表取締役社長髙品政明

の同社への貸付当時の取締役としての損害賠償責任が発生している懸念について、当社と同氏との間で和解が成

立したことによるものです。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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